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秋
の
紅
葉
が
有
名
な
小

国
神
社
な
ど
が
あ
る
静
岡

県
森
町
は
「
遠
州
の
坐
京

都
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の

名
産
品
で
あ
る
。
森
の

茶
。
は
、
全
国
有
数
の
産

地
で
あ
る
静
岡
茶
の
中
で

も
良
質
と
さ
れ
る
。

小
津
製
茶
は
、
と
の
地

で
茶
の
栽
培
か
ら
荒
茶
加

工
、
仕
上
げ
加
工、

販
売

ま
で
行
う
自
国
・
自
製
・

自
販
の
茶
農
家
だ
。
新
茶

と
二
番
茶
を
摘
ん
だ
後
の

F

茶
樹
に
は
ハ
サ
ミ
を
入
れ
闘
で
葉
の
芯
ま
で
蒸
す
こ

ず
、
自
然
の
力
を
生
か
し
と
で
雑
昧
な
い
昧
わ
い
に

栄
養
分
た
っ
ぷ
り
の
茶
葉
仕
上
げ
る
。

を
育
成
す
る
。
土
に
や
さ
そ
し
て
、
茶
の
香
り
を

し
い
自
家
製
肥
料
を
使
決
め
る
。
火
入
れ
。
に
は

い
、
摘
ん
だ
緑
茶
は
短
時

「マ
イ
ク
ロ
ド
ラ
ム
」
を

小
津
製
茶
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導
入
し
た
。
火
入
れ
は
茶
高
温
で
加
熱
し
、
茶
独
特
ら
マ
イ
ク
ロ
波
を
固
定
照
…
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算
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間
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…

葉
を
蒸
し
て
乾
燥
さ
せ
た
の
若
否
を
発
揚
さ
せ
る
重
射
し
、
同
時
に
ガ
ス
に
よ
…
排
出
量
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荒
茶
を
1
0
0度
C
超
の

要
工
程
だ
。

る
外
加
熱
も
行
う
。
と
れ

マ
イ
ク
ロ
ド
に
よ
り
、
茶
の
芯
ま
で
し
ム
1
号
機
を
購
入
。
小
津
め

「恩
来
で
も
導
入
が
進

副
ラ
ム
に
荒
茶
を
っ
か
り
火
が
入
る
。
茶
は

代
表
も
開
発
に
携
わ
つ
ん
で
い
る
」

（同）

と
い

投
入
し
、
ド
ラ

1
煎、

2
煎
と
入
れ
る
う
た
。
そ
の
経
緯
か
ら
外
注
う
。

ム
を
回
転
さ
せ
ち
に
水
分
を
含
み
味
が
変
売
が
廃
業
し
た
際
、
マ
イ
そ
れ
で
も
茶
葉
は
生
き

な
が
ら
マ
イ
ク
化
す
る
が
、

「ウ
チ
の
お
ク
ロ
ド
ラ
ム
を
引
き
継
い
物
。
き
ち
ん
と
水
分
が
抜

ロ
波
で
茶
葉
を
茶
は
4
煎
も
5
煎
も
同
じ
だ
。

け
た
か
を
香
り
で
判
断

内
部
か
ら
加
熱
昧
と
言
っ
て
も
ら
え
る
」

マ
イ
ク
ロ
ド
ラ
ム
は
微
し
、
投
入
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を
微
調
整
す

す
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。
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レ

〈小
、
霊
伺
市
代
表
）
と
胸
妙
な
温
度
調
整
が
難
し
い
る
の
に
経
験
と
勘
は
欠
か

ン
ジ
と
同
じ
原
を
張
る
。

外
加
熱
と
比
べ
、
温
度
ム
せ
な
い
。
「
も
っ
と
栄
養

理
で
4
2所
か
小
津
製
茶
は
も
と
も
と
ラ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
ま
ん
分
を
蓄
え
た
コ
ク
の
あ
る
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茶
の
栽
培
と
販
売
を
行
べ
ん
な
く
熱
が
伝
わ
る
。
お
茶
を
目
指
し
た
い
」
と

茶
の
香
り
を
決
い
、
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工
は
外
部
委
託
し
火
入
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時
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も
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茶
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に
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め
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に
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。
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先
が
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約
8
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。
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は
な
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。
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川
火
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時
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越
市
）
の
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も
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す
る
た
中
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生
〉

茶
葉
、
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